
鳥取県における結婚・少子化等に関するアンケート調査 
 
問１ 回答いただくあなたの基本的な情報についてお答えください。 
（１）ご自身についてお答えください。(〇印はそれぞれ１つずつ) 

（１）性別 1. 男  2. 女  3．その他（どちらともいえない・わからない・答えたくない） 

（２）年齢 （       ）歳 

（３）お住いの市町村 鳥取県（       ）市・町・村 

（４）職業 1. 会社員  2. 会社役員  ３．公務員  4. 自営業  5. パート・アルバイト 
6. 家事  7. 無職  8. 学生 

（５）年収（税込） 1. 100 万円未満  2. 100 万円台  3. 200 万円台  4. 300 万円台 
5. 400 万円台  6.500 万円台 7.600 万円以上 7. なし 

（６）結婚の状況 1. 結婚している（事実婚含む） 2. 独身（離別） 3. 独身（死別） 
4. 独身（結婚の予定あり） 5. 独身（結婚したことなく予定なし） 

 
（２）配偶者のある方は配偶者についてお答えください。（〇印はそれぞれ１つずつ） 

（１）年齢 （       ）歳 

（２）職業 1. 会社員  2. 会社役員  ３．公務員  4. 自営業  5. パート・アルバイト 
6. 家事  7. 無職  8. 学生 

（３）年収（税込） 1. 100 万円未満  2. 100 万円台  3. 200 万円台  4. 300 万円台 
5. 400 万円台  6.500 万円台 7.600 万円以上 7. なし 

 

  



問２ 結婚についてお答えください。 
（１）あなたは結婚について、どのようにお感じですか (〇印はいくつでも)  

①結婚の良い点・メリット ②結婚の良くない点・デメリット 

1. 好きな人と一緒にいられる 
2. 精神的な安定が得られる 
3. 家族や子どもを持てる 
4. 社会的な信用が得られる 
5. 親や周囲の期待に応えられる 
6. 生活上の不安がなくなる 
7. 経済的な安定が得られる 
8. 親から独立できる 
9. 一人前の大人だと感じられる 
10. 人生の喜びや悲しみを分かち合える 
11. 性的な充足が得られる 
12. 交友関係が広がる 
13. あてはまるものはない 

1. 行動が制限される 
2. 家族扶養の責任が生まれる 
3. 家事に縛られる 
4. 自分の自由になる時間が少なくなる 
5. 自分の自由になるお金が少なくなる 
6. 義父母や親戚など人間関係が複雑になる 
7. 親元から離れなければならなくなる 
8. 恋愛が自由にできなくなる 
9. 仕事がしづらくなる/仕事をやめなければならなくなる 
10. 交友関係が狭くなる 
11. 生活のレベル・質が落ちる 
12. ストレスがたまる 
13. あてはまるものはない 

 
（２）次の意見・考え方について、どのように思われますか（〇印はそれぞれ１つずつ） 

 1. とても
そう思う  

2. そう思
う 

3. あまり
そう思わ
ない 

4. 全くそ
う思わな
い 

①  結婚には喜びや希望を感じる 
 

    

②  結婚しないで子どもを持ってもいいと思う 
 

    

③  子どもができたという理由で結婚するのは望ましくない 
 

    

④ 結婚して一度家庭を持ったら、余程のことがない限り離婚す
べきではない 

    

④  子育ては辛いことより楽しいことのほうが多いはずだ 
 

    

⑥ 子どもを持ったら、子育てのために自分の楽しみは多少我
慢すべきだ 

    

⑦ 家計は、主に夫の収入だけで賄うべきだ 
 

    

⑧ 意識して子どもを持たない夫婦は国の将来を考えると無責
任だ 

    

⑨ 妻の仕事の有無にかかわらず、夫は育児に積極的にかかわ
るべきだ 

    

⑩ 母親の仕事の有無にかかわらず、誰でも必要があれば保育
所やベビーシッターなどのサービスを利用すべきだ 

    

⑪ 子どもに対する父親・母親の役割を区別すべきでない 
 

    

⑫ 親の老後は子どもが面倒をみるべきだ 
 

    

⑬ 親と同居しなければならないとしたら、男性側の親と同居す
べきだ 

    

 
（３）あなたの結婚年齢、理想の結婚年齢をお答えください。 （〇印は１つだけ）   

結婚している方・結婚したことのある方 結婚経験のない方 

結婚した年齢は（       ）歳のとき 1. 理想の結婚年齢は（       ）歳 
2. 特に理想はない 
3. 結婚するつもりはない 

 

  



＜未婚の方にお尋ねします＞ 
（４）あなたご自身の結婚についてどのように考えられますか。（〇印は１つだけ） 

1. 1 年以内に結婚したい 
2. ある程度の年齢までに結婚したい 
3. 年齢に関係なく、結婚したいと思う相手が見つかれば結婚したい 
4. 相手が見つかっても、当分結婚するつもりはない 
5. 一生、結婚するつもりはない 
6. その他（                                          ） 

 
（５）理想と比べると、実際の結婚年齢についてどのように考えられますか。（〇印は１つだけ） 

1. ほぼ、理想通りになりそう 
2. 理想よりも早くなりそう 
3. 理想よりも遅くなりそう 
4. 結婚できそうにない 
5. 結婚するつもりはない 

 
（６）「理想よりも遅くなりそう」「結婚できそうにない」という理由は、どのようなことでしょうか。（〇印は３つまで） 

1. 学業優先のため 
2. 仕事優先のため 
3. 適当な相手に出会わない（出会わなかった）ため 
4. 異性とうまく付き合えない（付き合えなかった）ため 
5. 結婚資金のため 
6. 結婚後の所得のため 
7. 非正規等による雇用の不安 
8. 出産・子育てへの不安 
9. 結婚相手の意向のため 
10. その他（                           ） 

 
（７）交際や結婚につながるような異性との出会いの機会はありますか。（〇印は１つだけ） 

1. あると思う 
2. どちらかと言えばあると思う 
3. どちらかと言えばないと思う 
4. ないと思う 

 
（８）見合いや民間の結婚相談、公的な出会いづくりなど、他者から紹介された結婚についてどのように考えられます

か。（〇印は１つだけ） 

1. 自然な出会いのほうがよい 
2. 他者からの紹介のほうがよい 
3. どちらでもかまわない 

 
（９）見合い、民間の結婚相談、公的な出会いづくりといった機会を利用したいと思われますか。 
  結婚されている方は結婚前を思い出してご回答ください。（〇印は各項目それぞれ１つだけ） 

①見合い 1. 利用したい 2. 機会があれば利用したい  3. 利用したくない  4. 関心がない 

②民間の結婚相談 1. 利用したい 2. 機会があれば利用したい  3. 利用したくない  4. 関心がない 

③公的な出会いづくり 1. 利用したい 2. 機会があれば利用したい  3. 利用したくない  4. 関心がない 

 

  



＜結婚している方・結婚したことのある方・結婚の予定がある方にお尋ねします。＞ 
（１０）結婚、交際されている方とはどのように出会われましたか。（〇印は１つだけ） 

1. 学校で 
2. 職場や仕事の関係で（アルバイトを含む） 
3. 幼なじみ・隣人関係 
4､ 学校以外のサークル活動、趣味や習い事で 
5. 地域活動やコミュニティ活動で 
6. 友人や兄弟姉妹を通じて 
7. 見合いで（親戚や上司などの紹介を含む） 
8. 民間の結婚相談所で 
9. 公的な出会いづくりの場で 
10. まちなかや旅先で 
11. マッチングアプリ、SNS 等、インターネットを通じて 
12. その他（                                     ） 

 
（１１）あなたが結婚を決めたのはどのようなことがきっかけですか。（〇印はいくつでも） 

1. 自分の年齢を考えて 
2. 相手の年齢を考えて 
3. 交際期間の長さを考えて 
4. 転勤・海外赴任等が決まったので 
5. ライバルが出現したので 
6. 親の年齢を考えて 
7. 友達・仲間が多く結婚したので 
8. 家族・子どもが欲しくなったので 
9. 職場の上司から薦められて 
10. 相手に結婚を迫られて 
11. 親が心配しているので 
１2. 子どもができたので 
13. 生活に変化が欲しくなったので 
14. 結婚した方が経済的に楽になると思ったので 
15. 特にきっかけはないが、結婚したいと思ったので 
16. その他具体的に記入ください。（                                            ）  

 
（１２）結婚していない理由は何ですか。（〇印はいくつでも） 

1. 自分がまだ若いから 
2. もう少し、相手を知りたいから 
3. 適当な相手にめぐり合わないから 
4. 相手が乗り気でないから 
5. 相手に結婚できない事情があるから 
6. 自分に経済力がないから 
7. 仕事に打ち込みたいから、仕事がしづらくなるから 
8. 趣味やレジャーを楽しみたいから 
9. 自分の自由になる時間がなくなるから 
10. 自分の自由になるお金が少なくなるから 
11. 義父母や親戚など人間関係が複雑になるから 
12. 現在の生活レベルを落としたくないから 
13. 異性と上手くつきあえないから 
14. 親や周囲が同意しないから 
15. 親の扶養・同居の問題を抱えているから 
16. その他具体的に記入ください。（                                            ） 

 

  



問３ 子育てについてお答えください 
（１）現在の子どもの人数は何人ですか。 
  〔    〕人   ※子どものいない方は〔 ０ 〕と記入ください。→（３）へ 
 
（２） 子どもの学齢・学年（複数回答可）  子どもの年齢    

1. ０～２歳児 
2. ３歳～小学校入学前 
3. 小学校低学年 
4. 小学校高学年 
5. 中学生 
6. 高校生 
7. 大学生 
8. 社会人 

 
（３）理想の子どもの人数と、現実に持てると思う子どもは何人でしょうか。 
 ※実際に持つかどうかは別にして記載してください。 

① 理想の子どもの人数  〔    〕人  ※子どもを持つつもりのない方は〔 ０ 〕と記入ください。 
② 現実に持てると思う子どもの人数 〔    〕人 ※子どもを持つつもりのない方は〔 ０ 〕と記入ください。 

 
（４）子どもがほしいと思われる理由はどのようなことでしょうか。（〇印は３つまで） 

1. 自然なことだから 
2. 子どもが好きだから 
3. 周囲にみとめられるから 
4. 生活が楽しく心が豊かになるから 
5. 老後の支えになるから 
6. 将来、社会の支えになるから 
7. 夫婦関係を安定させるから 
8. 好きな人の子どもを持ちたいから 
9. 周囲が望むから 
10. その他（                                                            ） 

 
（５）３人以上の子どもがほしいと思われる理由はどのようなことでしょうか。（〇印はいくつでも） 

1. 子どもが好きだから 
2. 兄弟姉妹が欲しいから 
3. 自分が３人以上の兄弟姉妹であるから 
4. 自分の周りに３人以上子どもを持つ人がいるから 
5. 男児と女児の両方がほしいから 
6. その他（                                                      ） 

 
理想の子ども数より予定人数が少ない方、子どもを持つつもりのない方 
（６）理想の子ども数より少ない理由はどのようなことでしょうか。（〇印は３つまで） 
＜県選択肢＞ 

1. 仕事と子育ての両立が難しいから 

2. 妊娠・出産の肉体的・精神的な負担が大きいから 

3. 子育ての肉体的・精神的な負担が大きいから 

4. 自分の健康上や身体的な理由から 

5. 配偶者の健康上や身体的な理由から 

6. 自分や配偶者の年齢が高いから 

7. 経済的負担が大きいから 

8. 自分や配偶者の雇用が不安定だから 

9. 住宅事情が厳しいから 

10. 家事や子育ての協力者がいないから 

11. 希望する保育所に預けられそうにないから 

12.自分や夫婦の生活を大切にしたいから 

13. 配偶者が望まないから 

14. その他（             ） 

 



（７）あなたにとって子どもとはどのような存在ですか。（※独身の方も仮定でお答えください。）（〇印は３つまで） 

１. 生きがい・喜び・希望 
２. 無償の愛をささげる対象 
３. 夫婦の絆を深めるもの 
４. 自分の血を後世に残せるもの 
５. 老後の面倒を見てくれる人 
６. 社会的資産 
７. 独立した一人の人間 
８. 経済的負担 
９. 精神的負担 
10. ライバル 
11. その他（        ） 

 

子どもをお持ちの方 育児の負担感 
（８）育児・子どもの世話にあなたはどの程度負担をお感じですか（感じていましたか）（〇印は１つだけ） 
 ※また、配偶者が育児・子どもの世話にどの程度負担を感じているか（感じていたか）もお答えください。 

①あなたは ②配偶者は 

1. とても負担を感じている（感じていた） 
2. 少し負担を感じている（感じていた） 
3. あまり負担を感じていない（感じていなかった） 
4. 全く負担を感じていない（感じていなかった） 

1. とても負担を感じている（感じていた） 
2. 少し負担を感じている（感じていた） 
3. あまり負担を感じていない（感じていなかった） 
4. 全く負担を感じていない（感じていなかった） 

 
（9）あなたは、子育ては経済的負担が大きいと思われますか（〇印は 1 つだけ） 

1. とてもそう思う 
2. そう思う 
3. どちらかと言えばそう思う 
4. どちらかと言え場そう思わない 
5 そう思わない 
6 まったくそう思わない 

 
(10)子育てでは、どのようなことが家計の負担が大きいと思われますか。過去のご経験や子どもが成長した将来の予

想も含めご回答ください。（〇印３つまで） 

1. 保育所・幼稚園の保育料 
   （令和元年10 月以降、３歳～５歳児クラスの保育料は無償となっています。） 
２. 小学校就学期に必要な費用 
３. 食費、衣服等の生活必需品の費用 
４. 医療費 
５. 家族で過ごすための娯楽費 
６. 塾や習い事の費用 
７. 中学校就学期に必要な費用 
８. 高校就学期に必要な費用 
９. 大学・大学院就学期に必要な費用 
10. その他（                                         ） 
11. 特に負担になっていることはない 

 

  



問４ 家庭と仕事の両立について、お尋ねします。 
（１）あなたが働いてる（働いていた）職場では、結婚、出産、子育てと、仕事の両立に対して配慮があると考えられま
すか。（〇印は各項目それぞれ１つだけ） 

①結婚 
 

1. 十分な配慮がある 
2. どちらかと言えば配慮がある 
3. どちらかと言えば配慮が不足している 
4. まったく配慮がない 

②出産 
 

1. 十分な配慮がある 
2. どちらかと言えば配慮がある 
3. どちらかと言えば配慮が不足している 
4. まったく配慮がない 

③子育て 
 

1. 十分な配慮がある 
2. どちらかと言えば配慮がある 
3. どちらかと言えば配慮が不足している 
4. まったく配慮がない 

 
（２）あなたは、もしくはあなたの配偶者は、結婚や出産を機に仕事を辞めた経験がありますか。（〇印はそれぞれ 1
つだけ） 

①あなたは ②配偶者は 

１. 結婚を機会に仕事をやめた 
２. 第1 子の出産を機会に仕事をやめた 
３. 第2 子以降の出産を機会に仕事をやめた 
４. 結婚後も仕事を続け、育児休暇を取得して仕事を続

けている 
５. 結婚後も仕事を続け、育児休暇を取得していないが

仕事を続けている 
６. 結婚や出産の経験はあるが、今まで就労したことが

ない 
７. 結婚や出産の経験はない 
８. その他 

１. 結婚を機会に仕事をやめた 
２. 第1 子の出産を機会に仕事をやめた 
３. 第2 子以降の出産を機会に仕事をやめた 
４. 結婚後も仕事を続け、育児休暇を取得して仕事を続

けている 
５. 結婚後も仕事を続け、育児休暇を取得していないが

仕事を続けている 
６. 結婚や出産の経験はあるが、今まで就労したことが
ない 
７. 結婚や出産の経験はない 
８. その他 

 
（３）あなた、もしくはあなたの配偶者が仕事を辞めた理由はどのようなことですか。（〇印はそれぞれ 1 つだけ） 

①あなたは ②配偶者は 

１. 家事・育児に専念するため自発的にやめた 
２. 仕事を続けたかったが、仕事と家事・育児の両立が

難しいと思った 
３. 解雇された、退職を勧奨された 
4. その他(                                     ) 

１. 家事・育児に専念するため自発的にやめた 
２. 仕事を続けたかったが、仕事と家事・育児の両立が

難しいと思った 
３. 解雇された、退職を勧奨された 
4. その他(                                     ) 

 
（４）仕事と家事・育児の両立はどのようなことが難しかったでしょうか。（〇印はそれぞれ 1 つだけ） 

①あなたは ②配偶者は 

1. 勤務時間と生活時間が合いそうになかった（時間外
労働の負担が大きいなど） 

2. 職場に、両立に配慮する雰囲気がなかった 
3. 体力的に厳しそうだった 
4. 育児休業が取れそうになかった 
5. その他（                          ） 

1. 勤務時間と生活時間が合いそうになかった（時間外
労働の負担が大きいなど） 

2. 職場に、両立に配慮する雰囲気がなかった 
3. 体力的に厳しそうだった 
4. 育児休業が取れそうになかった 
5. その他（                          ） 

 

  



（５）仕事と子育てを両立するためには、職場においてどのような取り組みを進めることが必要だと思われますか。（〇
印は３つまで） 

1. 育児休業中の賃金等の経済的給付の充実 
2. 育児休業期間の延長 
3. 子どもが病気・けがのときの休暇制度の拡充 
4. 事業所内保育の充実 
5. 育児休業等が気兼ねなく取得できる体制整備や雰囲気づくり 
6. 育児休業等の利用者が給与や昇進等の待遇で不利な扱いを受けない 
7. 出産・子育てで退職した社員の退職元企業等への再雇用促進 
8. その他（                                                              ） 

 
（６）仕事と子育てを両立するために行政に期待する施策 

1. 機運の醸成 
2. 優良事例の普及・検証 
3. 父親の育児スキルの向上支援 
4. 保育サービスの充実 
5. 企業（事業所）への働きかけの強化 
6. 育児休業取得等に関する強制力を伴う制度改正 
7. 仕事と子育て両立のための企業の取組に対する補助金 
8. 行政がかかわる必要はない 
9. その他（                                                              ）  

 

  



問５ あなたのお住いの地域における子育て支援サービスについてお尋ねします。 
（１）「地域の子育て支援サービス」の利用経験をご回答ください。 
（２）（１）で「利用したことがある」方は、利用の満足度をお聞かせください。（〇印はそれぞれ 1 つずつ） 

 （１）利用経験 （２）利用の満足度 
1 利用
したこと
がある 

2 知 っ
て い る
が､利用
したこと
はない 

3 知 ら
ない 

1 満足 2 やや
満足 

3 やや
不満 

4 不満 

①地域子育て支援センター        

②ファミリー・サポート・センター        

③児童館        

④保健所、保健センター        

⑤児童相談所        

⑥自治体の子育て相談        

⑦保育所の子育て相談        

⑧放課後児童クラブ・児童教室        

⑨保育所等での病児・病後児保育        

⑩保育所等での一時保育        

⑪保育所等での延長保育        

⑫保育所等での休日保育        

⑬子育て支援短期利用（ｼｮｰﾄｽﾃｲ）        

⑭子育て支援短期利用(ﾄﾜｲﾗｲﾄｽﾃｲ)        

⑮産後ケア        

 
●問５（１）利用経験で、「2 知っているが、利用したことはない」に〇印を付けられた方にお聞きします。 
（３）利用できない理由、利用したことのない理由はどのようなことでしょうか。（〇印はいくつでも） 

１ 利用したいサービスが地域にない 
２ 利便性（立地、利用時間、利用期間等）が悪く利用しづらい 
３ 利用料金が高い 
４ サービス内容に不安がある 
５ 利用方法がわからない 
６ 自分に利用する時間がない 
７ 利用する必要がない 
８ その他（                                                               ） 

 
●問５（２）利用の満足度で、「やや不満」「不満」に〇印を付けられた方にお聞きします。 
（４）満足できない理由、満足されていない理由はどのようなことでしょうか。（〇印はいくつでも） 

1. 利用したい時間に利用できない 
2. 必要になったときに利用できないことがある 
3. サービス内容が不十分 
4. スタッフの対応に満足できない 
5. 利用料金が高い 
6. その他（                                                               ） 

 
（５）全般的にみて、あなたの周囲では、十分な子育て支援サービスを利用できる環境が整っていると思われますか。
（〇印は１つだけ） 

1. とてもそう思う 
2. そう思う 
3. どちらかといえばそう思う 
4. どちらと言えばそう思わない 
5. そう思わない 
6. まったくそう思わない 

 

  



（６）少子化対策として、今後、どのような子育て支援策を充実してほしいと考えられますか（〇印は５つまで） 

1. 若者の就労支援 
2. 妊娠・出産しても働き続けられる職場環境の整備 
3. 仕事と家庭の調和がとれた働き方実現のための職場環境の整備 
4. 育児休業制度等の取組の推進 
5. 育児休業取得後の復職保証の促進（身分・給与・待遇等） 
6. 妊娠・出産による離職者の再就職等の促進 
7. 放課後児童クラブ等の放課後支援（時間・受入年齢等） 
8. 進学ための奨学金給付 
9. 保育所定員の増加等の保育環境の充実 
10. 保育料無償化の対象外となっている児童の保育料の低減 
11. 一時保育・休日保育の充実 
12. 病児・病後児保育の充実 
13. 不妊治療の支援 
14. 妊娠・出産の支援体制、周産期医療体制の強化 
15. 産後ケアの充実 
16. 屋内外の子どもが遊べる場所の整備 
17. 子育て支援センターの整備・機能強化（土日開所等） 
18. 自然を活用した保育・幼児教育の充実 
19. 地域子育て支援サービスの広域利用（市町村域を超えた利用） 
20. 子どもの貧困、ヤングケアラーなど家庭支援の充実 
21. その他（                                                              ） 

 


